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地球へ視野を広げ、他者への共感を育む
身近なお友だち、出会ったことはないけれど世界のいろいろな
場所で暮らす仲間たち。
自分を大切にするとともに、他者の思いにも想像をふくらませ、
相手の立場に立って考えてみる。
ユニセフの資料を活用して、そんな学びを導いてみませんか？

日本が「子どもの権利条約」を締結して30周年となった2024年秋、
日本ユニセフ協会とこども家庭庁の共催でスタートした「こどもの
けんりプロジェクト」。子どもの権利についての正しい理解と普及を通じて、
子どもたちの心身の健やかな成長とウェルビーイングの向上を目指す啓発
キャンペーンです。園での学びにお役立ていただける動画教材のほか、
教材の使い方や活動案をまとめたヒントブックなどを、特設サイト内
「先生のためのツールボックス」でご覧いただけます。

幼稚園・保育園・こども園向け資料のご案内

幼稚園教育要領より
「あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、
持続可能な社会の創り手となることができるようにするための
基礎を培うことが求められる。」

こどものけんりプロジェクト
未就学児向け動画教材や活動案をご活用ください ！

ツールボックスに掲載されている活動のヒントを活用した取り組みや「“こえ”のうた」の合唱
など、園で実践された活動のご報告をお待ちしています！
ご報告いただいた園には、感謝のしるしとして参加賞
（賞状）と、活動に参加された園児の皆さん全員に
お配りいただけるステッカーをお贈りいたします。

実践のご報告を募集しています

NHK Eテレのアニメーション「アイラブ
みー」を使った動画教材。
友だちとの関係や自分の体の反応に
モヤモヤする経験を通して、主人公の
「みー」と仲間たちが一人ひとりのかけ
がえのない価値に気づいていく物語。
「権利」という言葉を使わずに、子ども
たちが自分のもつ権利に気づいたり、
自分を大切にしたり、他者を尊重したり
することを学びます。

「あたりまえ認定」シリーズ

「子どもの権利」についての解説の
ほか、動画教材を使用した活動案など
をご紹介しています。
ヒントブックは電子版e-bookでもご覧
いただけます。

先生向けヒントブック

「子どものこえを聴くこと」をテーマに
した歌です。歌詞に出てくる“こえ”は、
一人ひとりの気持ちや思い、そして権利
のたとえ。子どもたちが自らのありのまま
の価値に気づける歌詞になっています。
上記の「先生のためのツールボックス」
から、歌詞や楽譜もダウンロードでき
ます。ぜひ先生も園児の皆さんも一緒
に歌ってみてください！

テーマソング「“こえ”のうた」

「アイラブみー」©NHK「アイラブみー」©NHK

ユニセフ  先生のためのツールボックス

www.unicef.or.jp/kodomo/cre/kodoken-toolbox/

e-bookは
こちらから↓　

ご報告はこちらのフォームから
https://tayori.com/f/
kodoken-reportform



ユニセフとえがおのひみつユニセフとえがおのひみつ

ちきゅうからのしつもんちきゅうからのしつもん

実話にもとづいた、異なる環境下で暮らす3人の子どもたちのストーリー。
ユニセフへの募金がどのように役立てられているのかも、わかりやすく
伝えています。

A4見開き22ページ（一部大きく開くページがあります。）
1冊 無料　2冊目から140円

■ 絵本

ユニセフの絵本や紙芝居楽しく学べる

「うみがうれしいときはどんなとき？」
「あめがよろこぶものってなんだろう？」
みんなが生きている地球や自然、そして社会への意識を高められるよ
うな、さまざまな「問い」のつまった絵本です。その答えを考えることは、
地球のいまと未来、そしてSDGs（持続可能な開発目標）についての学
びにもつながります。 A4横開き22ページ（一部大きく開くページがあります。）

1冊無料　2冊目から60円

俳優の金田賢一さんに
絵本を朗読していただきました。

■ 読み聞かせ動画

動画はこちらから　
https://vimeo.com/913211216

絵本を全28枚から成る紙芝居にしました。
PDF（表面・裏面の2種類）をダウンロードし、大きなサイズの厚紙に
印刷したり、台紙に貼りつけたりしてご活用ください。

■ 紙芝居

こちらからダウンロードいただけます
www.unicef.or.jp/kodomo/nani/siryo/egao/

東京都港区にあるユニセフハウス
の展示スペースには、「ユニセフと
えがおのひみつ」に登場するアデュ
ちゃんのコーナーや、水がめでの
水運びを体験するコーナー、災害や
紛争で避難した際にも学びを続ける
ための支援物資「箱の中の学校」
の実物の展示などがあります。
園外学習の機会などにご訪問を
お待ちしています！ ©日本ユニセフ協会©日本ユニセフ協会

https://unicefhouse.jp/

ユニセフハウス

ユニセフハウスに行ってみよう
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